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【消化管の輸送体】 
鉄輸送体

生田克哉、高後 裕
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Summary
鉄は，赤血球のヘモグロビンの構成要素であるなど，生体にとって必要不可欠な金属元素

である。鉄の吸収は十二指腸から上部小腸の消化管上皮細胞によっておこなわれるが，ヘ

ム鉄と非ヘム鉄ではその吸収機構が異なっている．いまだ不明な部分は多いが，こうした

消化管における鉄の吸収には多数の分子が関与していること，また生体内の鉄の貯蔵状態

や需要に応じてヘプシジンを介しておこなわれる吸収効率の調節機構が，近年明らかにさ

れてきている．
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鉄は，生体内に存在する微量金属のなかで最も

多く存在する元素である．生体に重要な鉄の特性

として，酸素を結合しやすく，しかも状況によっ

ては酸素を離しやすくなるため，赤血球の酸素運

搬に好都合であり，ヘモグロビンのなかに鉄が利

用されている．また，もう一つの重要な特性とし

て，鉄は２価と３価のあいだを容易に行き来する

ことが可能であるため，全身の細胞において酸化

還元にかかわる多くの酵素に鉄が利用されてい

る．このように，生体内において鉄は必要不可欠

である')．しかし，逆に鉄が過剰に存在するよう

になると,ラジカル産生が引き起こされ，生体に

対して障害をもたらすことも明らかとなってい

る．そのため，鉄はいわば「諸刃の剣」であり，

生体内において鉄代謝は厳密に制御される必要が
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出てくる．そうした生体内鉄代謝は，ここ十数年

の分子生物学的研究の進展によって，非常に多く

の関連分子が関与して巧妙に制御されていること

がわかってきた').本稿では,とくに消化管におけ

る鉄の輸送，すなわち鉄の吸収にかかわる機構や

それを調節する機構に関してみていくことにする．

はじめに

１１生体の鉄吸収機構

生体は必要な鉄を得るため，消化管からの吸収

機構を有している．この消化管における鉄の吸収

は，部位的には十二指腸から上部小腸においてお

こなわれる．消化管からの鉄吸収は，まず消化管

内腔側に入ってきた鉄を消化管上皮細胞内に取り

込む過程，つぎに細胞内に入った鉄を利用可能な

形態にする過程，さらに利用可能となった鉄を血

管内腔側細胞膜を通過させて血液中に流入させる

過程，に分けて考えることができる．各段階にお
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